































































































































































































































































関しては、外に出さないという協定を結んでいます。これは 1959 年に IAEAが
WHO（世界保健機関）と協定を結んで、お互いが認めないことは発表してはいけ
ないと決めたのと同じです。もちろん IAEAとWHOの力関係というのは IAEA
が上です。そういうこともあって、チェルノブイリ原発事故のときに、人々の健
康被害のデータとか研究などが外国に出されなかったことがあると聞いています。
そういう協定が県立医大との間にも結ばれました。
そして福島県と結ばれた協定の１つが環境創造センターでした。これを福島県
がつくるんです。その予定地では今、除染をしているんです。周りが大体 0.2 マ
イクロシーベルトぐらいあるので、それで必死で除染をして、年間 1ミリシーベ
ルトを超えないようにするのだろうと思います。センターには、除染とか廃棄物
処理の研究施設ができるというのですが、もう 1つ非常に大きいこととして、
人々に対する放射能教育をする、そういう教育機関にすると言っているのです。
球形スクリーンとかいう新しい機械を人寄せの呼びものとして、福島県は県内の
小学生 5～6年生を必ず全員ここに行かせると言っています。このセンターを運
営するのは福島県、JAEA（日本原子力
研究開発機構）、ここは高速増殖原型炉
もんじゅを持っているところです。そ
れから国立環境研究所が入ります。
IAEAも事務所を置きます。
JAEAはすでに福島県内に 100 人ぐ
らいの体制で人を送り込んでいます。
そして、放射線の疑問にお答えする会
というのを学校などでもう何百回もや
っています。その内容というのは、放
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射線というのはこのように怖いものだけれども、自然界にもありますよ、そして
医学でも使われますよ、科学にも寄与しています、このように気をつけて暮らせ
ば、ここで共存できるんですという、そういう方向に持っていくというものなん
です。そんな教育を受けた中学生たちが、本当に怖いものだと思っていたけれど
少し安心しましたと言っているという、かなり一方的な教育が行われるのではな
いかという危惧がありまして、私たちはフクシマ・アクション・プロジェクトと
いうものをつくって、今、県に、どういうプログラムが行われるのか、それを明
確にして、市民の意見を取り入れてほしいということをお願いして、県議会にも
請願しているところです。
もう１つ、最後です。私たちは今、福島原発告訴団というものをつくっていま
す。原発事故のあとに、このように莫大な被害がありながら、誰もなんの責任も
とっていないという現状に対して、国と東京電力の責任を問うということで、福
島原発告訴団を組織しました。最初は福島県民、そして後日、全国に広めまして、
もしかしたらこの中にも告訴人になってくださってる方がいらっしゃるかもしれ
ません。14,716 人で告訴をしました。福島地検の前は毎時１マイクロシーベル
トぐらいあるところなんですが、１日１時間、50歳以上と決めて要請行動をや
りました（笑）。そのあと、東京の日比谷野音で平日の昼間でしたけど、1000 人
の集会をやりました。そして東電本社へ行って、東電は自首しろって言ってきま
した。とうとう去年の 9月 9日オリンピック招致が決まった次の日に、この告
訴に対して東京地検から不起訴処分が出ました。私たちは福島地検に告訴してた
のですけれども、この処分が出る 1時間前にこの案件を東京地検に移送しました
ということが急に電話で言われたんですね。そして１時間後に東京地検から全員
不起訴ですということが出ました。
これはどういうことかといいますと、これが不起訴になったとしても私たちは
検察審査会という制度がありますのでそれに訴えましょうということにしていま
した。ところが、処分が出たところの検察審査会にしか申し立てができないとい
う決まりがあって、それで私たちは福島の検察審査会に申し立てができなくなり
ました。東京にしかできなくなってしまったんです。くじで選ばれる東京都民
11人の方が、検察の処分が適当であったかどうかという審査をするんです。私
たちは東京検察審査会に申し立てをしました。
それと同時に、汚染水についても告発をしました。東電は今回の原発事故の前
に、大地震が来る、大津波が来る、そういうことを予測できていました。対策を
立てようと思えば立てられたのに、それをしなかった。そのことを私たちは罪に
問いたいと思うんです。今回、汚染水に関しても事故が起きて、すぐ直後にこの
汚染水がやがて海に出るだろうということは予測できたわけです。地下水がどん
どん流れ込んでるのですから。ところが、それも 1,000 億円というお金がかかる
ってことで、もうすぐ株主総会があるから、債務超過になって株価が下がっては
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いけないから、それはあとにさせてくれと言ってやらなかったんです。すぐに対
策をとらなかった。それがために、あのようなタンクがいっぱいたまるようなこ
とが起きてきたのです。これもやっぱりわかっていてやらなかったということで、
一つの犯罪だと私たちは考えています。
「これでも罪を問えないのですか」というのが私たちが今感じている心情です。
検察に出した陳述書をブックレットにしたものを、今、受付で販売しています。
7,000 人の方々が陳述書を寄せてくれました。その中から福島県民 50人を選ん
でつくったブックレットです。これを読んでいただきますと、7歳のお子さんか
ら八十何歳の人まで、さまざまな立場の人が自分が原発事故で何を失ったのか、
そして自分たちに何をもたらされたのかということを切々と書いています。ぜひ
皆さんに読んでいただけたらと思います。
もう１つ、東京検察審査会に申し立てをしていることを、たくさんの東京都民
の人たちに知っていただきたい。この事実を知ってほしいと思います。そして、
やっぱりあの処分はおかしいよねというのが、東京都民のおおかたの意見になる、
というのが私たちの願望であります。3月 1日に被害者証言集会。事故から３年
経って、いまだに、その被害は何も終わっていない。むしろ拡大しているんだと
いうことを、いろいろな方々に証言をしていただきますので、ぜひこちらにもご
参加ください。どうも今日はありがとうございました。
［むとう るいこ］
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